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新
給
食
セ
ン
タ
ー
を
公
開

　
２
月
　
日
、
新
学
校
給
食
セ
ン

２７

タ
ー
の
見
学
会
に
、
町
民
の
方
や

関
係
者
な
ど
約
　
名
が
訪
れ
、
一

９０

般
家
庭
で
は
見
る
こ
と
が
な
い
最

新
の
大
き
な
調
理
設
備
を
見
て
、

「
何
食
分
の
調
理
が
可
能
な
の

か
」
と
職
員
に
質
問
す
る
な
ど
高

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
調
理
室
は
、
汚
染
区
域
と
非
汚

染
区
域
に
区
分
さ
れ
、
白
衣
や
靴

の
着
替
え
を
徹
底
す
る
な
ど
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
の
順
守
に
務

め
、
安
心
安
全
な
学
校
給
食
の
提

供
を
行
う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

　
・
建
物
の
高
断
熱
化
、
熱
交
換

　
型
の
換
気
方
式
を
採
用
す
る
な

　
ど
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り

　
組
み
、
環
境
へ
の
負
担
を
低
減

※
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

安
平
町
教
育
委
員
会
（
緯
栄
２
０

８
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

滑食物アレルギーへの対応
・調理室内には、アレルギー
対応食の専用調理室を設置、
アレルギー食担当の栄養士を
採用

滑調理機器の充実

①食品に細菌が繁殖しやすい３０度～５０度の危険温度帯

を速やかに冷却させる「真空冷却機」の導入

②熱風と蒸気を単独または同時に利用して「焼く・蒸す・

煮る」などが出来るスチームコンベクション

オーブン（多機能加熱機）を導入

③容量２００リットルの回転釜は、汁
物だと１度に最大７００人分の調理
ができます。

○
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
の
徹

底　
・
汚
染（
食
材
下
処
理
等
）区
域

　
と
非
汚
染（
調
理
）区
域
を
区
分

　
・
調
理
員
動
線
と
食
材
動
線
の

　
確
立

　
・
床
面
が
常
に
乾
い
た
状
態
で

　
調
理
し
、
は
ね
水
に
よ
る
汚
染

　
や
湿
度
上
昇
を
抑
制
す
る「
ド

　
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」を
採
用

　
・
オ
ー
ル
電
化
に
よ
る
適
正
な

　
温
度
・
湿
度
管
理

○
調
理
室
の
見
学
が
可
能

　
・
会
議
室
兼
食
堂
に
は
、
調
理

　
室
内
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
見

　
学
窓
を
設
置

配
送
口

非汚染区域

②スチ②スチーームコンベクショムコンベクションン
オーブオーブンン

①真空冷却①真空冷却機機

③回転③回転釜釜

調理室平面図
汚染区域

汚染区域洗
浄
室


